
                     

                                          

                     

ナゴヤドーム観戦とリニア・鉄道館

締
め
切
り
間
近
�
中
日
新
聞
販
売
店
ツ
ア
ー

                     

                     

                     

次
号
は
８
月
１３
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

保
護
司
活
動
へ
理
解
・協
力
も
訴
え

地
域
清
掃
活
動
�
１
団
体
と
３
人
に
表
彰
状

区
保
健
環
境
委
員
会
が
贈
る

金
城
大
生
と
ぴ
ん
こ
ろ
男
会
が
初
披
露

高
齢
者
「ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」で
演
奏
会

小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
の
「二
城
Ｓ
Ｂ
Ｃ
」

来
月
６
日
か
ら
全
国
大
会
に
初
出
場

飲
酒
交
通
事
故
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ア
ピ
タ
新
守
山
店
を
会
場
に
呼
び
掛
け

選
手
や
ス
タ
ッ
フ
６
８
０
人
が
集
結
�

モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
杯
学
区
対
抗
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
大
会

                     

                     

　
▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
ｄ
ａ
ｋ

ｕ
ｓ
ｕ
４
」
さ
ん
の
投
稿
写

真
㊨

　
白
鳳
と
い
う
種
類
の
白
桃

で
、
鉢
植
え
栽
培
で
す
。
色

づ
き
、
香
り
を
漂
わ
せ
て
季

節
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
◇

　
▽
日
野
進
さ

ん
＝
下
志
段
味

風
越
＝
の
投
稿

写
真
㊧

　
緑
の
カ
ー
テ

ン
―
。
西
洋
ア

サ
ガ
オ
は
成
長

も
早
く
、
あ
っ

と
い
う
間
に
窓

を
覆
い
、
つ
る

が
ベ
ラ
ン
ダ
ま

で
届
き
ま
し

た
。

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
の
前

で
パ
チ
リ
（
前
回
の

バ
ス
ツ
ア
ー
）

　
締
め
切
り
間
近
で
す
―
。

区
内
の
中
日
新
聞
販
売
店
で

つ
く
る
「
守
山
サ
ー
ク
ル
」

が
企
画
し
た
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
ー
「
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
観
戦

と
リ
ニ
ア
・
鉄
道
館
」
を
八

月
十
一
日
（
木
・
祝
）
に
開

催
。
読
者
を
対
象
に
参
加
者

を
募
っ
て
い
る
。

　
同
ツ
ア
ー
は
リ
ニ
ア
・
鉄

道
館
で
見
学
や
駅
弁
の
昼
食

な
ど
を
楽
し
ん
だ
後
、
ナ
ゴ

ヤ
ド
ー
ム
「
中
日
―
ヤ
ク
ル

ト
」
（
パ
ノ
ラ
マ
Ｂ
席
）
を

試
合
終
了
ま
で
観
戦
。
ま

た
、
参
加
者
全
員
に
二
〇
一

六
年
版
「
昇
竜
」
ユ
ニ
ホ
ー

ム
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
。

　
バ
ス
の
発
着
場
所
は
①
志

段
味
支
所
前
②
小
幡
緑
地
西

園
駐
車
場
入
り
口
③
小
幡
駅

付
近
④
印
場
駅
交
番
前
⑤
引

山
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
愛
知

銀
行
前
）
⑥
新
守
山
駅
交
番

前
。
午
前
十
時
ご
ろ
出
発
、

午
後
八
時
ご
ろ
に
戻
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

　
代
金
は
一
人
七
千
九
百
円

（
小
中
学
生
四
百
円
引
き
、

未
就
学
児
七
百
円
引
き
）
。

三
十
日
（
土
、
先
着
順
）
締

め
切
り
。
問
い
合
わ
せ
・
申

し
込
み
は
中
日
ツ
ア
ー
ズ
＝

☎
（
２
３
１
）
０
８
０
０

（
日
曜
、
祝
日
を
除
く
午
前

十
時
―
午
後
六
時
）
＝
へ
。

学生たちの歌声に来場者は聞き入っていた

優
勝
の
守
山
学
区
チ
ー
ム

準優勝の苗代学区チーム

とにかく勝ちたい―全国大会に向
け練習に励んでいるメンバーら

啓発チラシとノンアルコールビー
ルを配って呼び掛ける参加者ら

受賞者の皆さんが関係者らと一緒に

保護司の小屋口さん（右）から柴田区長
へ内閣総理大臣メッセージが手渡された

　
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ

カ
ラ
―
。
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
（
法
務
省
主
唱
、

守
山
区
推
進
委
員
会
な
ど
主
催
、
中
日
新
聞
社
・
中
日
新
聞

守
山
販
売
店
会
後
援
）
が
、
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
七
月
は
飲
酒
に
よ
る
事
故
が

多
い
月
―
。
夏
の
交
通
安
全
運

動
を
控
え
た
八
日
、
飲
酒
交
通

事
故
撲
滅
を
呼
び
掛
け
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
ア
ピ
タ
新
守
山
店

＝
新
守
山
＝
で
行
わ
れ
た
。

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
て
ビ
ー

ル
な
ど
が
お
い
し
く
な
る
時

期
、
悲
惨
な
飲
酒
事
故
を
減
ら

そ
う
と
守
山
署
と
区
役
所
が
催

し
た
も
の
。
二
城
学
区
住
民
や

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

ら
三
十
人
以
上
が
集
ま
っ
た
。

　
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
名
古
屋
工
場

＝
西
川
原
町
＝
も
協
力
し
て
社

員
三
人
が
加
わ
っ
た
ほ
か
、
ノ

ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
三
百
本

を
提
供
。
出
入
り
口
に
立
っ
た

参
加
者
は
「
飲
酒
運
転
を
し
な

い
で
く
だ
さ
い
ね
」
と
買
い
物

客
に
声
を
掛
け
、
啓
発
チ
ラ
シ

と
と
も
に
手
渡
し
た
。

　
ま
た
、
特
殊
な
ゴ
ー
グ
ル
を

着
け
て
飲
酒
運
転
の
危
険
性
を

疑
似
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
、
真
っ
す
ぐ
歩
く
こ

と
が
で
き
な
い
状
態
を
体
験
し

た
人
か
ら
は
「
怖
い
」
「
こ
れ

は
危
な
い
と
思
う
」
と
い
っ
た

感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
守
山
区
保
健
環
境
委
員
会
に

よ
る
表
彰
が
先
月
十
六
日
、
守

山
保
健
所
＝
小
幡
一
＝
多
目
的

ル
ー
ム
で
行
わ
れ
、
地
域
の
清

掃
や
ご
み
の
分
別
な
ど
長
年
活

動
を
続
け
て
い
る
一
団
体
と
三

人
へ
表
彰
状
を
贈
っ
た
。

　
同
委
員
会
は
各
学
区
保
健
環

境
委
員
会
会
長
を
は
じ
め
、
区

役
所
や
保
健
所
、
環
境
事
業
所

で
構
成
。
名
古
屋
市
で
は
一
九

四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
に
公

衆
衛
生
向
上
を
目
的
と
し
た

「保
健
委
員
」制
度
が
始
ま
り
、

昨
年
四
月
に
改
称
さ
れ
た
。

　
表
彰
者
は
、
各
学
区
の
保
健

環
境
委
員
会
会
長
が
推
薦
し
た

人
（
団
体
を
含
む
）
の
中
か
ら

同
委
員
会
で
選
出
。
十
四
回
目

の
こ
と
し
は
ダ
ス
キ
ン
守
山
＝

大
森
二
、
山
内
浄
子
さ
ん
�
�

＝
本
地
が
丘
、
門
脇
き
み
子
さ

ん
�
�
＝
川
北
町
、
細

川
忠
一
さ
ん
�
�
＝
中

新
＝
に
贈
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。

　
表
彰
に
は
受
賞
者
を

は
じ
め
、
柴
田
久
司
区

長
ら
関
係
者
約
三
十
人

が
出
席
。
同
委
員
会
の

尾
崎
喜
美
枝
会
長
が
表

彰
状
を
読
み
上
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
記
念
品
と
と
も

に
手
渡
し
た
。

　
十
五
年
ほ
ど
前
か
ら

近
所
の
道
路
清
掃
を
続

け
て
き
た
と
い
う
山
内
さ
ん
は

「
住
ん
で
い
る
所
を
き
れ
い
に

し
た
い
だ
け
。
『
あ
り
が
と

う
』
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
、
う
れ
し
い
」

と
に
っ
こ
り
。

　
ま
た
強
風
や
雨
の
日
を
除
く

毎
日
、
自
宅
周
辺
の
除
草
を
し

て
い
る
細
川
さ
ん
は
「
（
表
彰

は
）
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

作
業
に
抵
抗
は
な
く
、
き
れ
い

に
な
る
と
自
分
が
す
っ
き
り
す

る
」
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

　
目
標
は
優
勝
―
。
小
学
生
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
「
二
城
Ｓ
Ｂ
Ｃ
」
が
、
八

月
六
日
か
ら
九
日
に
岡
山
県
で

行
わ
れ
る
「
全
日
本
小
学
生
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
へ
の

初
出
場
を
決
め
た
。

　
チ
ー
ム
の
発
足
は
十
年
前
。

当
時
の
二
城
小
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
員
た
ち
の
〝
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
大
会
に
出
て
み
た
い
〟
と

い
う
思
い
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
現
在
で
は
区
内
各
所
か
ら

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
、
三
―
六
年
生
の
十
六
人
が

競
技
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
打
撃
が
中
心
と
い
う
練
習
は

毎
週
土
日
、
二
城
小
校
庭
で
午

前
十
時
か
ら
ほ
ぼ
日
没
ま
で
。

父
母
ら
も
参
加
し
、
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
の
相
手
や
飲
み
物
の
買

い
出
し
を
す
る
な
ど
全
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
こ
と
し
四
月
、
船
見
グ
ラ
ウ

ン
ド
＝
港
区
＝
で
行
わ
れ
た
県

予
選
大
会
で
準
優
勝
。
強
豪
チ

ー
ム
が
多
い
愛
知
県
の
出
場
枠

が
こ
の
ほ
ど
二
つ
に
決
ま
り
、

全
国
か
ら
四
十
八
チ
ー
ム
が
集

ま
る
大
会
へ
の
切
符
を
初
め
て

手
に
し
た
。

　
主
将
で
シ
ョ
ー
ト
を
守
る
加

藤
涼
音
さ
ん
（
鳥
羽
見
小
六

年
）
は
「
県
予
選
で
桜
林
（
桜

林
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ガ
ー
ル

ズ
）
に
負
け
て
二
位
だ
っ
た
か

ら
、
全
国
大
会
で
当
た
っ
た
ら

絶
対
に
勝
ち
た
い
」
と
笑
顔
。

　
ま
た
、
監
督
九
年
目
の
柳
瀬

隆
さ
ん
�
�
＝
西
川
原
町
＝
は

「
出
場
す
る
限
り
、
目
標
は
優

勝
。
（
子
ど
も
た
ち
が
）
普
段

の
力
を
出
し
、
継
続
力
の
大
切

さ
を
学
ん
で
く
れ
れ
ば
」
と
熱

い
思
い
を
語
っ
て
い
た
。

　
区
内
そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
の
小

学
三
―
六
年
生
で
構
成
し
た
二

十
チ
ー
ム
に
よ
る
「
モ
リ
ス
ち

ゃ
ん
杯
学
区
対
抗
デ
ィ
ス
ク
ド

ッ
ヂ
大
会
」
（
中
日
新
聞
守
山

販
売
店
会
後
援
）
が
二
日
、
守

山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
＝
竜
泉

寺
二
＝
で
開
か
れ
た
。

　
区
民
ら
の
集
ま
り
区
民
ま
つ

り
実
行
委
員
会
が
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
図
り
、
触
れ
合
い
や
交
流

の
場
と
し
て
主
催
。
四
回
目
の

こ
と
し
も
、
選
手
や
運
営
ス
タ

ッ
フ
ほ
か
約
六
百
八
十
人
が
参

加
す
る
大
掛
か
り
な
大
会
と
な

っ
た
。

　
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
は
、
ウ
レ

タ
ン
な
ど
で
で
き
た
円
盤
状
の

「
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
」
を
投
げ
、
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
で
競
う

も
の
。
試
合
は
五
チ
ー
ム
ず
つ

に
分
か
れ
て
の
予
選
リ
ー
グ
、

各
リ
ー
グ
上
位
二
チ
ー
ム
に
よ

る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
順
で

行
わ
れ
、
多
く
の
熱
戦
の
末
に

守
山
学
区
チ
ー
ム
が
三
連
覇
を

達
成
し
た
。

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果

は
次
の
通
り
。

　
▽
守
山
�
―
�
森
孝
西
、
森

孝
東
�
―
�
大
森
北
、
苗
代
�

―
９
西
城
、
小
幡
北
�
―
�
小

幡
、
守
山
�
―
�
森
孝
東
、
苗

代
�
―
９
小
幡
北
、
守
山
�
―

�
苗
代

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
を
支
え
、
安
心
・

安
全
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
い

っ
た
全
国
運
動
。
こ
と
し
は
六

十
六
回
目
で
、
七
月
は
強
調
月

間
に
な
っ
て
い
る
。

　
区
内
で
は
、
区
役
所
や
警
察

署
な
ど
関
係
団
体
で
つ
く
る
区

推
進
委
員
会
、
守
山
保
護
区
保

護
司
会
（
宮
治
久
仁
旺
会
長
）

や
守
山
区
更
生
保
護
女
性
会

（
山
田
喜
代
子
会
長
）
ほ
か
が

運
動
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

　
三
日
、
大
型
ス
ー
パ
ー
三
カ

所
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行

わ
れ
、
保
護
司
や
更
生
保
護
女

性
会
会
員
ら
約
百
八
十
人
が
参

加
。
主
会
場
と
な
っ
た
ア
ピ
タ

新
守
山
店
＝
新
守
山
＝
に
は
区

推
進
委
員
長
の
柴
田
久
司
区
長

は
じ
め
、
瀬
古
・
二
城
・
鳥
羽

見
学
区
住
民
を
含
む
約
七
十
人

が
集
ま
っ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
保
護
司

の
小
屋
口
洋
子
さ
ん
が
「
過
ち

を
犯
し
た
人
た
ち
が
繰
り
返
さ

ず
立
ち
直
る
に
は
、
適
切
な

『
仕
事
』
と
『
居
場
所
』
な
ど

の
生
活
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と

が
大
切
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
支

え
が
重
要
」
と
い
っ
た
内
閣
総

理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読

し
、
柴
田
区
長
へ
手
渡
し
た
。

　
そ
の
後
参
加
者
た
ち
は
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
店
の
出
入
り

口
へ
移
動
。
買
い
物
客
に
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

呼
び
掛
け
、
広
報
用
の
救
急
ば

ん
そ
う
こ
う
を
手
渡
し
た
。

◇
　
　
　
　
◇

　
区
内
で
活
動
し
て
い
る
保
護

司
は
現
在
、
定
員
五
十
九
人
に

対
し
五
十
二
人
と
不
足
状
態
。

職
務
上
は
国
家
公
務
員
と
な
っ

て
い
る
が
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人

の
立
ち
直
り
を
面
談
や
就
労
支

援
な
ど
で
支
え
て
い
る
。

　
「
地
域
で
温
か
く
見
守
り
、

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
れ
ば
」
と

守
山
保
護
区
保
護
司
会
の
宮
治

会
長
。
ま
た
「
一
人
で
も
多
く

の
方
が
理
解
を
深
め
、
活
動
へ

参
加
や
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
も
。
保
護
司
活
動
へ
の

参
加
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
は

区
推
進
委
員
会
事
務
局
（
区
役

所
総
務
課
）
＝
☎
（
７
９
６
）

４
５
１
４
＝
へ
。

　
仲
間
や
生
き
が
い
づ
く
り
な

ど
で
高
齢
者
が
集
う
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
会
場
の
一
つ
、
ア

ー
バ
ン
ラ
フ
レ
小
幡
集
会
所
＝

小
幡
太
田
＝
で
先
月
二
十
日
、

金
城
学
院
大
学
＝
大
森
二
＝
の

学
生
が
歌
声
を
披
露
す
る
と
い

っ
た
演
奏
会
が
開
か
れ
た
。

　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
同
サ

ロ
ン
は
区
内
に
七
十
一
カ
所
あ

り
、
民
生
委
員
を
は
じ
め
地
域

の
人
ら
が
運
営
。
健
康
体
操
や

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
お
し
ゃ

べ
り
な
ど
、
交
流
を
楽
し
む
場

と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
演
奏
会
は
、
同
サ
ロ
ン
で
の

催
し
を
提
案
・
提
供
し
て
い
る

区
社
会
福
祉
協
議
会
が
金
城
学

院
大
学
に
協
力
を
求
め
、
実
現

し
た
も
の
。
能
勢
健
司
准
教
授

に
学
ぶ
文
学
部
音
楽
芸
術
学
科

の
学
生
四
人
が
出
演
し
た
。

　
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
、

「
花
」
や
「
荒
城
の
月
」
な
ど

な
じ
み
あ
る
曲
が
次
々
と
演
奏

さ
れ
、
五
十
人
ほ
ど
が
集
ま
っ

た
客
席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
。

う
な
ず
く
よ
う
に
首
を
動
か
し

て
リ
ズ
ム
を
取
っ
た
り
、

透
き
通
る
歌
声
に
涙
を
流

す
人
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
自
分
た
ち
の
や

り
た
い
こ
と
を
し
て
元
気

に
過
ご
そ
う
と
す
る
高
齢

男
性
の
集
ま
り
「
ぴ
ん
こ

ろ
男
会
」
有
志
十
人
も
登

場
。
昨
年
六
月
に
結
成
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
で
童
謡
や
唱

歌
を
奏
で
る
「
ぴ
ん
こ
ろ

お
や
じ
バ
ン
ド
」
と
し
て

練
習
の
成
果
を
初
め
て
人

前
で
披
露
し
た
。
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